装置の運用および保守について説おしまず。 


曰常の保守(^198ぺージ） . 日常使う上で磕認しなければな6ない点やファイ 

ルの管理、クリーニングの方まについて説明しま 
す。 

システム診断 (一 >202ぺージ） . 診断ユーティリティの使いちについて説明しま 

す。 

障害時の対処(->205ページ） . 故障かな？と思ったときに参照してください。卜 

ラブルの原因のお認方法やその対処方法について 
説 B 月しています。 

オフライン保守ユーティリティ（一235ぺージ） . 本装置専用の保守ユーティリティの使いちについ 

て説明しまず。 

移動と保管(- >237ページ） . 本体を移動-保管ずる際の手順やを意事項につい 

て説明しまず。 

ユーザ— サポート（一239ページ） . 本製品に関ずるさまざまなサービスについて説巧 

します。サービスは NEC 、 および NEC が認定し 
た保守サービス会社から提供されるものです。ぜ 
ひご利用ください。 


Express 5800/100シリーズ全般の運用について説明した 「Express Server Management Guide 」 
も参考じしてくた'さい 。 「Express Server Management Guide 」 は、オンラインドキュメント、ま 
たは次のホームページより参照することができます。 

http :// nec 8. com / 


ONL-3108cN- 1 10GR1 a-000-04-0406 
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日常の保守 

装置を常にベストな状態でお使いになるためじ、ここで説明する磕認や保守を定期的に行ってください。 
万一、異常が見6れた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼して<ださい。 


アラートのお認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害が巧を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / ServerManager にアラートが通報されていないか、常1こミま意ずるよ 
う必がけてください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の「統合ビューァ」、「データビューア」、 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 

ESMPRO でチェックずる画面 




アラートピューア 


データビューア 


ステータスランプのお認 


本体の電源を ON じした後、およびシャットダウンをして本体の電源を OFF にする前に、本 
体前面にあるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については「八一 
ドウエア編」の72ページをご覧ください。万一，本体の異常を示す表示が磕認された場合 
は> 保守サービス会社に連絡して保守を依頼してください。 
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定期的に本体の八ードディスク内の大切なデータをバックアップずることをお勧めします。 
最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお買い求めの販 
売店にお問い合わせください。 

ディスクアレイを構築しているシステムでは、ディスクアレイのコンフィグレーション情報 
のバックアップをとっておいてください。また，八ードディスクの巧障によるリビルドを 
行った後ちコンフィグレーション情報のバックアップをとってお<ことをお勧めします。コ 
ンフィグレーション情報のバックアップについては、 EXPRESSBUILDER に格納されている 
オンラインドキュメントまたはボードに添付の説明書を参照してください。 


ク IJ — ニング 


装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 





运 

装置を安全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りくだをい。人が死 
こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページむ降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


運 

用 

ik 

守 

編 


本体①ク U —ニング 

本体の外観のミちれは，柔6かい乾いた布でミちれを拭き取って<ださい。ミちれが落ちに<いと 
きは、次のような方法できれいになります。 

W -0 • シンナー、ベンジンなどの揮発性の;容剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 

原因になりまず。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水などでめ5さないで 
<ださい。 

1 . 本体の電源が OFF(P0 附 ER ランプミ肖の）じなっていること を殖認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントか6ほく。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 
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4. 中性洗剤を姑るま湯またはかで薄めて柔 6 かい布を覆し、よく絞る。 
己.汚れた部分を手順4の巧でかし強めにこすって汚れを取る。 

巨.真水で姑らしてよく絞った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 


キーボード/マウスのク U —ニング 

キーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯)1こ 
なっていることを植認した後、キーポードの表面を乾いた布で拭いてください。 

マウスが正常に機能ずるためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールの汚れを防ぐためじほこりのかない場所で使届して、定期的 
に次の手順でクリーニングしてください。 

1 . 本体の電源が OFF(P0 邮 ER ランプ消な）じなっていることを磕認する。 

2. マウスを裏返してマウスボールカバーを 
反時計回りに◎して中か6マウスボール 
を取り化ず。 

3. マウスボールを乾いた柔6かい布などで 
ふいて、ミちれを取り除く。 

汚れがひどいときは姑るま湯、またはか 
で薄めた中性洗剤を少、量含ませてふいて 
ください。 

4. マウス内部じある3つのルさな□ーラを 
綿棒などでふく。 

汚れがひどいときはアルコールなどをか 
量含ませてふいて<ださい。 

己.マウスボールをマウスの中に戻す。 

手順3、4でマウスボール作□ーラを姑6 
した攝含は、十分に乾燥させてからボー 
ルを人れてください。 

巨.マウスボールカバーを元に戻して、時計 
◎りじ◎して□ツクする。 



マウス底面 
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CD-ROM のクリーニング 

CD-ROM にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりずるとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、 CD-ROM のクリーニングを巧いまず。 

1. 本体の電源が ON(PO 邮 ER ランプ点财）じなっていることを磕認する。 

2. CD-ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押ず。 

トレーが CD-ROM ドライブから化てきます。 

3. CD-ROM を軽く持ちながらトレーから取り化ず。 

I vr-Oira 

I CD - ROM の信号面に手が触れないようミ主意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔6かい布でふき取る。 

CD - ROM ドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷ついて誤動作の原因 
とな0まず。 

已.トレーを軽く押してトレーを CD-ROM ドライブに戻す。 

目. CD-ROM の信号面を乾いた柔らかい布でふく。 

p-Oira 

CD-ROM は、中むか5列側に向けてふいてください。クリーナ 
をお使いになるときは、 CD-ROM 専用のクリーナであることを 
お確かめください。レコード巧のスプレー、クリーナ、ベンジ 
ン、シンナーを使用ずると、ディスクの內容び読めなくなった 
り、装置にそのディスクをセットした結果、故障したりずるおそ 
れがありまず。 


テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。を巧的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングして<ださ 
い。クリーニングの時期やクリーニングの方法，および使用するテープカートリッジの使用 
期聞や寿命じついてはテープドライブに添付の説 B 月書を参照してください。 

EXPRESSBUILDER じ格納されているユーティリティ「テープ監視ツール」をインス I ルし 
ておくと、テープドライブやテープカートリッジの巧態を監視し、クリーニングの要求やド 
ライブの異常などをポップアップメッセージとして表示したり、異常の詳細をイベント□グ 
に記録したりすることができます。インストールについては r ソフトウェア編」、またはオン 
ラインドキュメントを参照してください。 



運用•巧守編 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを行いまず。 

「 EXPRESS 目 UILDER 」 の「ツール」六ニューから「システム診断」を選択して診断してくださし、 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

♦ 本体に取り付けられているメモリのチェック 
• CPU キヤ、ソシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクのチェック 

I n-O システム診断を巧う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを列してくださし1。接続 
したままシステム診断を巧うと、ネットワークに影響をおよぼずおそれがありまず。 

■: ハードディスクのチェックでは、ディスクへの書き込みは斤いません。 


システム診断の起動と終了 


システム彭断には、本体に直接接続されたコンソール（キーボード）を使用ずるち法と、シリ 
アルポート経由で接続されている管 SPC のコンソールを使用するち法（コンソールレス）が 
あります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 

— ~〇 「ソフトウェア編」の 「 EXPRESS 日 UILDERJ では、コンソールレスでの通信方まに LAN と 
胃 g COM ポートの2つの方まを記載していまずび、コンソールレスでのシステム誇断では COM 
ポート①みを使用ずることびでさまず。 

1. シャットダウン処理を行った後.本体の電源を OFF じし、電源コードをコンセントか6巧く。 

己.本体に巧続している LAN ケープルをずベて取りかす。 

3. 電源コードをコンセントじ巧続し、本体の電源を ON にずる。 

4. 「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - ROM を使ってシステムを起動ずる。 


本体のコンソールを使用して起動ずる場合と，コンソールレスで起動ずる場合で手順が異なりま 
す。「ソフトウエア編」の 「 EXPRES 沈 UILDER 」 を参照して正しく起動して<ださい。 
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EXPRESS 巨 UILDER から起動ずると画面にメニューが表示されまず。本体の〕ンソールを使用し 
て起動した場合は、本体に接続しているディスプレイ装置に 「 EXPRESS 巳 UILDER トップメ 
ニュー」が表示されまず。コンソールレスで起動した場含は、管理 PC のディスプレイに 
「 EXPRESS 己 UILDER メインメニュー」が表示されます。 


生 r •が 1& の〇シリ _ —ブ EXP 肚 SSBDILD 扭 V が 3." 


Co な ri|ht 留 N な Corforation 20641 

MlMJi 



r シームレスセブト7ツブ j とな./\—ドウエア 
の巧な的なバライー«1やな8のをぞから05-を g 
ユーテ<リティめイシストールホ巧左 e 巧の 
CD-ROM rEXPRESSeULDERj まなって切れ目な< 
【シームレスで）セット7ッブできる!*白の 
セブト7ップ巧まです. 

/\—ドディスク SBA 時のれ B と * なるバー^ィ 
ふ3ンをまで任用する g をや OS 左 g インス h- ル 
シームレス七ブトアップが。レて 
<ださい•つ田 Ktt ットアップをこの««が代 
わてな、まん'***^ / 

シームレスセ，トア，ブは:-，，トタろブ 
する前にセットアップにお獲なし 
プロゥピーディスクに g 再し.セットアップの® 

にそのみ出して自 S 的に一*のセッ 
トアップ左**るといラも®です • 

こ®とま任用されるフロッピーディスクのこと左 
r 七ットアップバラ；*-夕 FDJ と呼がす， 


モ£ロキーで反ちを巧目に合わせて.リターンキーを巧して " C ださい • 

EXPRESSBUILDER 口本窝■の它ットアッブをサボートします， 

【たットアッブ】 

す装*ので:シトアッブ否容是に巧えるようじ.自防3にだットアップ 
にお里をソールを巧れし.バラ夕ぞ苗:定していきます. 

ただし，だジトアッブが自|)]^]じ學曲ドでき^いバラメータ13.才•，しータに 
スカがち求されます， 

..ジミ？ムたシトアンブお了あ它：-トァ J フ tlW 巧バックアソブ T ることをわ 
0めします，"ソクアンプ t 青がが巧いとき。.巧巧薄日巧にわ吾城ち 
の巧巧や巧草を巧 I 日できくなります，いッブアンブロ.フ3—マットされた 


ミ臟谭辣賤龄皆鱗爲瓣拱请帶 

r システム巧巧の ifsj 巧ら r 追涅」ぞ里巧してください. 


EXPRESS 巨 UILDER トップメニニ 
己. [ツール]を選択する。 


EXPRESS 巨 UILDER メインメニュ ー 


目.「ツールメニュー」の[システム診断]を選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了しまず。 

診断を終了ずるとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わりまず。 



試験タイトル： 診断ツールのを称およびバージョン情報を表示しまず。 

試験ウィンドウクイトル:診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果： 診断開始-終了 -経過時間および終了時のが態を表示しまず。 

ガイドライン： ウィンドウを操作ずるキーの説明を表示しまず。 

試験簡易ウィンドウ： 診断を実行した各試驗の結果を表示します。カーソル行でく Ente にキー 

を押ずと試驗の詳細を表示しまず。 


システム診断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当ずる試驗結果が赤く反転表示 
し、ち側の結果に 「Abnormal End 」 を表示しまず。 

エラーを お化した試験に カーソルを 移動し < Enter > キーを 押し、試驗詳細表示に 化 力された エラー 
メッセージを記録して保守サービス会社に連赂してください。 


運用•保守編 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従いく Esc > キーを押ず。 
U 下のメイン;ニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuUdO 20901.1 .Im) 



<Log Info> 
<Option> 
cReboo わ 


Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


< Option >: 
く Rebootx 


<Test Resul わ: 
く Device List >: 
<Log Infox 


前述の診断終了時の画面を表示しまず。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験□グを表示します。エラーメッセージをフ□、ソピーディスクへ保存 
することができます。フ□、ソピーディスクへ記録ずる攝合は、フォー 
マツト済みのフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブ(こセツ 
卜し、 < Sa \/ e > を選択してください。 

□グの化力先の変更しまず。 

システムを再起動します。 


8. 上記メインメニューで < Reboo わを選択する。 

再起動し、システムが EXPRESS 目 UILDER から起動しまず。 

9. EXPRESS 己 UILDER を終了し、 CD - ROM ドライブから EXPRESS 目 UILDER CD - ROM を取り化 
す。 

10. 本体の電源を OFF じし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントじ接続ずる。 

W 上でシステム診断は終了でず。 
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サーバ/ワークステーション 
の障害発生箇所、および障害 
内容を確認 


20已 


障害時の巧処 


r 故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容じついて確認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / ServerMan 明 er を使って障害の発生箇所を確認 
し、障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができた6、巧障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
いまず。 


障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるわのかを判断ずるには、 
ESMPRO/ServerManager が便利です。 



erverManager 



運用•な守編 


















































































エラーメッセージ 


本体になん6かの異常が起きるとさまざまなおでエラーを通®します。ここでは、ェラー 
メ、ソセージの 種類について説 おします。 


POST 中のエラーメッセージ 



#1ザ故障した場合の表示） 

次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処ち法を示します。 

■li POST のエラーメッセージー覧は本体のみのものです。マザーボードに接続されているオプ 

「0^ ションの SCSI コントローラボード、ディスクミラーリングコントローラに搭載されている 
BIOS のエラーメッセージとその対化方法についてはオプションに添付の説 B 月書を参照して 
ください。 

I P -0 保守ヴービス会社に連結ずるときはディスプレイの表示やビープ音のバターンをメモしてお 
いてください。アラーム表示はな守を行うとさに有庙な情報となりまず。 


画面に表示されるエラーメッセージ 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処ちま 

0200 Failure Fixed Disk. 

八ードディスクエラー。 

保守サービス尝社に連總して < だ 
さし、。 

0210 Stuck Key. 

キーボード接続エラー。 

キーボードを振し直してくた‘さい。 

0212 Keyboard Controller 

Failed. 

キーボードコント□ーラエラー。 

• 丰ーボードを接続し直してく 
ださい。 

• 再起動してください。それで 
も直6なし^場合は保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0213 Keyboard locked - 

Unlock key switch. 

キーボードが□ックされている。 

キースイ、ソチの□ックを解陈して 
ください。□ックを解陈しても直 
らない場合は、保守サービス会社 
じ連絡してください。 

0220 Monitor type does not 

match CMOS - Run 
SETUP. 

モニクのクイプが CM 日 S と一致しな 
い。 

SETUP を起動してください。 
SETUP で直6ない場合は保守サ 
ービス会社に連絡してください。 

0230 System RAM Failed at 

offset. 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連總して < だ 
さい。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset. 

シヤドウ RAM エラー。 

保守サービス会なに連總してくだ 
さい。 

0232 

Extended RAM Failed at 
address line. 

拡張 RAM エフー。 


02 己 0 

System battery is dead - 
Replace and run SETUP. 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会なに連總してバッ 
テリをを極してください。（コン 
ピュータを再起動後、 SETUP を 
起動して設をし直してください。 

02 己 1 

System CMOS checksum 
bad - Default 
configuration used. 

システム CMOS のチェックサムが正し 
<ない。 

デフォルト値が設をされまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直してください。それでも直6な 
い場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0252 

Password checksum bad 
- Passwords cleared. 

パスワードのチェックサムが正しくな 
い。 

パスワードがクリアされまし 
た。 SETUP を起動して設定し直 
してください。 

02 色 0 

System timer error. 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付 
を設定し直してください。設定し 
直しても同じエラーが続けて起き 
るときは保守サービス会社に連絡 
してください。 

0270 

Real time clock error. 

リアルクイムク□、ソクエラー。 

0271 

Check date and time 
setting. 

リアルクイムク□ックの時刻設定に誤 
りがある。 

02B0 

Diskette drive A error. 

フ □、ソ ピーディスクドライブ A の 
ェラー。 

SETUP を起動して、 「 Main 」 メ 
ニューの 「Legacy Floppy A 」 を 
設定し直してください。設定し直 
しても同じエラーか’続けて起きる 
ときは保守サービス会社に連絡し 
てください。 

02 巨 2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP. 

フ□、ソピーディスクドライプ A のタイ 
プが正し < ない。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡して 
ください。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled. 

システムキヤ、ソシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡して< ださ 
い。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching limit. 

メモリが CPU のキヤ、ソシュの限界を超 
元た。 

保守サービス会社に連總して<だ 
さい。 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

E に A CM 日 S に書き込めない。 


02F5 

DMA Test Failed. 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fail-safe Timer NMI 

Failed. 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0611 

IDE configuration 
changed. 

IDE の構成エラー。 


0612 

IDE configuration error- 
device disabled. 

IDE の構成デバイスエラー。 


0613 

COM A configuration 
changed. 

COM A の構成エラー。 


0613 

COM A configuration 
changed. 

COM A の構成エラー。 


0614 

COM A config. error - 
device disabled. 

COM A の構成デバイスエラー。 
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意味 
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0615 

COM 巨 configuration 
changed. 

COM 臣の構成エラー。 

保守サービス会社に連總して < だ 
さい。 

0616 

COM B config. error - 
device disabled. 

COM 巨の構成デバイスエラー。 


0617 

Flopppy configuration 
changed. 

フ□ッピーディスクドライブの構成エ 

フー〇 


0618 

Floppy config. error - 
device disabled. 

フ□ッピーディスクドライブの構成デ 
バイスエラー。 


0 巨 1B 

PCI System Error on 
Bus/Device/Function. 

バス/デバイス/機能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 


0 巨 1C 

PCI Parity Error on 

Bus/Device/Function. 

バス/デバイス/磯能で PCI パリティエ 
ラーが発生した。 


0 巨 22 

Processors are installed 
out of order. 

プ□セッサの故障。 

保守を依頼して CPU を女樓してく 
ださい。 

0 巨 28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 1. 

CPU #1 ソケットにサポートしていな 
い CPU が搭載されている。 

保守サービス会社に連縮して保守 
をが頼してください。 

0 巨 30 

Fan 1 Alarm occurred. 

ファンの異常。 

ファンの古夕障.またはファンの目 
詰まりが考え6れます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0 丘 31 

Fan 2 Alarm occurred. 


0 丘 32 

Fan 3 Alarm occurred. 


0B5F 

Forced to use Processor 
with error 

CPU エラーをお化した。 

CPU でエラーを横化したため、強 
制的に起動しています。保守サー 
ビス会なに連絡してください。 

0 丘目 0 

DIMM group # 1 has 
been disabled 

メモリエラーを横化した。メモリ#1が 
縮退している。 

保守サービス会社に連總して < だ 
さい。 

0 巨目 1 

DIMM group #2 has 
been disabled 

メモリエラーを横化した。メモリ#2が 
縮退している。 


0 丘目 2 

DIMM group #3 has 
been disabled 

メモリエラーを横化した。メモリ#3が 
縮退している。 


0 丘 70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常を檢化ずる達中にエラーを横 
化した。 

保守サービス会社に連總して < だ 
さい。 

0 巨 71 

System Temperature out 
of the range. 

温度異常を横化した。 

ファンの巧障.またはファンの目 
詰まりが考え6れます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0 巨 74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧を檢化中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連總して < だ 
さい。 

0 巨 7 日 

System voltage out of the 
range. 

システムの電圧【こ異常を横化した。 


0 巨 78 

The error occurred 
during fan sensor 
reading 

FAN センサの檢化中にエラーが起き 
た。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意ほ 

対処方法 

0B80 

BMC Memory Test 

Failed. 

臣 MC デバイス(チップ佩エラー。 

一度電源を 0 FR こして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 


0B82 

BMC core Hardware 
lailure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

臣 MC のアドレスへのアクセスに失敗 
した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイペント□グを書き込める容 
量がない。 

SETUP を起動して、「 Server 」 
メニューの!" Event Log 
Configuration 」 で 、 [Error Log 

In 出 lizatiorU を選び、く Enter 〉 
キーを押して□グを消去してくだ 
さぃ。 

0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

巨 MC チェックを一時中断した。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでち直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B8C 

BMC command access 
failed. 

巨 MC コマンドアクセスに失敗した。 

0B8D 

Could not redirect the 
console - BMC Busy - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC ビジー）。 


0B8E 

Could not redirect the 
console - BMC Error - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC エラー)。 


0B8F 

Could not redirect the 
console - BMC 

Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC パラメークエラー)。 


0B90 

BMC Platform 

Information Area 
corrupted. 

臣 MC デバイス(チップにラー。 

一度電源を 0 FR こして、起動し直 
してください。それでち直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 


0B92 

Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SR 日 M の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能 U 
外は使用できます。致命的な障害で 
はあリませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

巨 MC デバイス(チップ)エラー。 

一度電源を 0 FR こして.起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B94 

IPMB signal lines do not 
respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller ) の巧障。 

IPM 巨絕由での SMC へのアクセス 
機能 U 外は使用できます。致命的 
な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してく 
ださい。それでも直6ない場合は 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さぃ。 

0B 目己 

BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SR 日 M の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 磯能 U 
外は側できます。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 
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0 巨 96 

BMC SDR Repository 
lailure. 

センサデークレコード情報を格納し 
た SR 日 M の巧障。 

一度電源を OFF にして、起敦し直 
して<ださい。それでも直 6 ない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0 丘 97 

BMC SEL device failure. 

巨 MC デノ '(イス(チップ)の故障。 

0 丘 98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0 巨 99 

BMC Fatal hardware 

error. 

巨 MC のエラー。 


0B9A 

Management controller 
not responding. 

巨 MC のエラー。 


0 巨 9 巨 

Private I2C bus not 
responding. 

プライべートに C バスより無応答。 


0 巨 9C 

BMC internal exception. 

巨 MC のエラー。 


0 巨 9D 

BMC A/D timeout error. 

巨 MC のエラー。 


0 巨犯 

SDR repository corrupt. 

巨 MC のエラーまたは SDR のデー女の 
破損。 


0 丘 9F 

SEL corrupt. 

巨 MC のエラーまたはシステムイベン 
卜 □グのデー女の破損。 


0 巨 B0 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SR 日 M のデー每リ ー ドエラー。 

保守サービス会社に連總して<だ 
さい。 

0 丘 B1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SR 日 M のデータエックサムエラー。 


0 丘 C0 

POST detected startup 
lailure of 1st Processor. 

CPU #1 のエラー。 

保守サービス会社に連總して誌当 
する CPU を交撰ください。 

0 巨 DO 

1st SMBus device 
address not 
acknowledge 过 . 

1st SM 巨 US アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 

1呆守サービス会社に連絡してシステ 
ムイペント□グて示されたボードを 
交換ください。 

0 巨 D1 

1st SMBus device Error 
detected. 

1st SM 巨 US アクセスに対してエラー 
を檢化した。 


0 丘 D2 

1st SMBus timeout. 

1st SM 巨 US アクセスに対してタイム 
アウトを横出した。 


0 丘 D3 

2nd SMBus device 
address not 
acknowledge 过 . 

2nd SMBus アクセスに対してデパイ 
スが無応答。 


0 丘 D4 

2nd SMBus device Error 
detected. 

Snd SM 巨 us アクセスに対してエラー 
を檢化した。 


0 巨 D5 

2nd SMBus timeout. 

2nd SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを横化した。 


0 丘 D 色 

3rd SMBus device 
address not 
acknowledge 曰 . 

3rd SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


0 巨 D7 

3rd SMBus device Error 
detected. 

3rd SMBus アクセスに対してエラー 
を檢化した。 


0 巨 D8 

3rd SMBus timeout. 

3rd SIVBus アクセスに対して每イム 
アウトを横化した。 
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0BD9 

4th SMBus device 
address not 
acknowledged. 

4 th SM 巨 us アクセスに対してデバイ 
スが無応笞。 

保守サービス会社に連絡してシステ 
ムイベント□グて示されたボードを 
交披< ださい。 

OBDA 

4th SMBus device Error 
detected. 

4 th SM 巨 us アクセスに対してエラー 
を檢化した。 


0 巨 D 巨 

4th SMBus timeout. 

4か SM 巨 US アクセスに対してタイム 
アウトを横化した。 


0 巨 DC 

5th SMBus device 
address not 
acknowledged. 

日か SM 巨 US アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


0 巨 DD 

5th SMBus device Error 
detected. 

己か SM 巨 US アクセスに対してエラー 
を横化した。 


OBDE 

5th SMBus timeout. 

日か SM 巨 us アクセスに対してクイム 
アウトを横出した。 


0 巨 E8 

IPMB device address not 
acknowledged. 

IPM 巨アクセスに対してデバイスが無 
応答。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0 巨 E9 

IPMB device Error 
detected. 

IPM 巨アクセスに対してエラーを横化 
した。 


OBEA 

IPMB timeout. 

IPM 臣アクセスに対して女イムアウト 
を横化した。 


8100 

Memory Error detected 
in DIMM group # 1. 

メモリエラーを横化した。 

保守サービス会社に連絡して詰当 
ずるグループの DIMM を交換して 
<ピさい。 

8101 

Memory Error detected 
in DIMM group #2. 


8102 

Memory Error detected 
in DIMM group #3. 
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ビープ音によるエラー通知 


POST 中にエラーをお化しても，ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合がありまず。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを届®します。エ 
ラーはビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通巧しまず。 

たとえば、ビープ音が1回、連統して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意巧、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方ま 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連路して 
マザーボードを交操してください。 

1-2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取りがけが態を確認して < ださ 
い。それでも直らない場合は保守サービ 
ス会なに連絡して DIMM またはマザー 
ボードを交換してください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡してマザーボードを交賴してくだ 
さい。 

1-3-3-1 

メモリをお化できない 

メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取りがけが態を確認してくださ 
い。それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社し連絡して DIMM 、 またはマザー 
ボードを交賴してください。 

1-3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1-3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザー 
ボードを交賴してください。 

1- 日- 2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会祉こ連絡して CPU また 
はマザーボードを交賴してください。 

1- 日- 4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザー 
ボードを交賴してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピー ライトテストエラー 

2-2-3-1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 
ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取り付け状態を確認してくださ 
し'!。 

それでも直6ない場合は保守サービス会 
社に連絡して、増設した PCI ボード、ま 
たはマザーボードを交賴してください。 


■i ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の f 共を合が適断され、システム 
の再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありません。 
























画面のバックグラウンドの色は「ブルー」 

画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると自動的にメモリダンプを実巧し任意のディレクトリにメモリダ 
ンプのデータを保存します （ r メモリダンプ(デバッグ情漸の設を 」 (Windows Server 2003 
は31ぺージ 、 Windows 2000は57ぺージを参照)）。のちほど保守サービス会社の保ず員か 
6このデータを提供していただくような頼される場合があります。 MO や DAT などのメディ 
アにファイルをコピーしての保守員にミ度せるよう準備しておいてください。 

I M-O STOP エラーやシステムエラーび発生しシステムを再起動したとさ、仮想メモ U が不足し 
ていることを示ずメッセージび表示されることがありまずが、そのまま起動してください。 

^ このファイルをメディアにコピーする前に，イベントビューアを起動して，システムイベン 
ドち巧]卜□グで Save Dump のイベント□グが記録され，メモリダンプが保をされたことをお認し 
てください。 

このほかにわディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器にエラーが起 
きた場合にわ警告メ 、ソ セージが 表示されます。メ 、ソ セージを 記録して保守 サービス 会社に連 
絡してください。 


ヴーノ（管理アプリケーシヨンか5①エラーメッセージ 

ESMPRO/ServerAgent や ESMPRO / 

ServerManager , FastCheck などの管理 
、ソールを 本装置や管理 PC へ インス I ル 
してお<と、何6かの障害が起きたときに 
管理 PC や本体に接続しているディスプレ 
イ装置か6障害の内容を巧ることができま 
す。 


各種アプリケーションのインストールや運巧方法についてはソフトウエア編> またはオンラ 
インドキュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設定の詳細についてはオンラインヘルプや、オンラ 
インドキュメントの 「Express Server Management Guide 」、 別売の 「 ESMPRO システム構 
築ガイド」で詳し<説日月されています。 


Windows Server 2003/Windows 2000のエラーメッセージ 

Windows Server 2003 /Windows 2000の起動後に致命的なエラー （ STOP エラーやシステ 
ムエラー)が起きるとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関ずる詳細な^、 ソ 
セージが表示されまず。 


*** STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 

IRQL NOT LESS OR EQUAL * 林 Address 80108 E7A has base at 8010000 _ ntoskrnl.exe 
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トラブルシユーテイング 


思うように動作しない場合は修 S に化す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにあるを状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録 
してせら、 保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

( D 電源が ON にな5ない 

□ 電源が本体に正しく供給されていますか？ 

一電源コードが本体の電源規格に合ったコンセントほたは UPS ) に接続されてい 
ることを殖認してください。 

-本体に添付の電源コードを使用して<ださい。また、電源コードの被覆が玻れ 
ていたり、プラグ部分が巧れていたりしていないことを確認してください。 

一接続したコンセントのブレーカが ON じなっていることを確認してください。 
一 UPS じ接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること，および UPS 
か6電力が化力されていることを確認してください。詳しくは UPS に添付の説 
日月書を参照してください。 

また、己の S セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設定ができ 
まず。 

□ POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本体前面にある POWER スイッチを押して電源を ON ( POWER ランプ点な）じし 
てください。 

© 電源が OFF にな5ない 

□ POWER スイ、ソチの機能を無効にしていませんか？ 

一いったんシステムを再起動して、 B の S セットアップユーティリティを起動して 
ください。 

く確認する メニュ ー: rSecurityJ^fPower Switch 」 一 rEnabled 」> 
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© POST び終わ 5 ない 

□ メモリが正しく搭載されていますか？ 

-最低1枚の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

□ 大容量のメモリを搭載していますか？ 

-搭載しているメモリサイズじよってはメモリチェックで時闇がかかる場合があ 
ります。しば6くお待ちください。 

□ システムの起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

- 起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常をお化し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは 
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 B の S の起動メッセー 
ジなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないようを意して 
ください。 

□ 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

- NEC が指走する機器 t (外は動作の保証はできません。 

® 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスでをない（または正しく動作しない) 

□ ケーブルは正しく接続されていまずか？ 

ーインタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）がお実に接続されていること 
を確認して<ださい。また接続順序が正しいかどラか確認してください。 

□ 電源 ON の順番を闇達っていませんか？ 

-外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本体の順に電源を ON 
にします。 

□ ドライバをインス!ルしていまずか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバがを要なも 
のがありまず。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインス I ルし 
てください。 

□ オプションボードの設をを聞違えていませんか？ 

- PCI デパイスじついては通常、特に設定を変更する企、要はありませんが、ボード 
によっては特別な設をがあ要なものもありまず。詳しくはボードに添付の説明 
書を参照して正しく設定してください。 

ーシリアルポートやパラレルポート、 USB ポートに接統しているデバイスにつし) 
ては、 I / O ポートアドレスや動作モードの設走があ要なものもあります。デバイ 
スに添付の説明書を参照して正し < 設定して < ださい。 

® キーボードやマウスが正しく機能しない 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本体背面や前面にあるコネクタに正しく接続されていることを確認してくださ 
い。 

- 本体の電源が ON になっている聞に接続すると正しく機能しません ( USB デバイ 
スを除く）。いったん本体の電源を OFF にしてか6正しく接続してください。 

□ B の S の設をを闇違えていませんか？ 

- B の S セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更ずることができま 
ず。己の S セットアップユーティリティで設をを殖認してください。 
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□ ドライバをインス!■'ールしていまずか？ 

一使用している 0 S じ添付の説明書を参照してキーボードやマウスのドライバがイ 
ンス I ルされていることを殖認してください（これ6は 0 S のインストールの 
際に標準でインス!■'ールされます）。また、 0 S によってはキーボードやマウス 
の設定を変更できる場合がありまず。使用している 0 S に添付の説明書を参照し 
て正しく設定されているかどうかお認してください。 

③ フ□ッピーディスクにアクセス(読み a み、または書き込 i みが)できない 

□ フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットしていますか？ 

ーフ□ッピーディスクドライスこ r カチ、ソ」と音がするまで殖実に差し込んでくだ 
さい。 

□ 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチのノッチを r 書き込み巧」じ 
セットしてください。 

□ フォーマットしていますか？ 

ーフォーマットミ斉みのフ□、ソピーディスクを使用するか、セットしたフ□ッピ ー 
ディスクをフォーマットしてください。フォーマットのち法については、 0 S に 
添付の説明書を参照して < ださい。 

□ B の S の設をを闇達えていませんか？ 

一己の S セットアップユーティリティでフ□、ソピーディスクドライブを無効にする 
ことができまず。 BIOS セットアップユーティリティで設定を確認してくださ 
い。 

® CD-ROM にアクセスできない-正しく再生できない 

□ CD - R 日 M ドライブのトレーに磕実にセットしていまずか？ 

ートレーじは CD - ROM を保持ずるホルダー■があります。ホルダーで磕実に保持さ 
れていることを確認してください。 

□ 本装置で使用できる CD - ROM ですか？ 

一 CD 規格に準拠しない r コピーガードがき CD 」 などのディスクにつきましては、 
CD 再生機器における再生の保証はいたしかねまず。 

一 Macintosh 専用の CD - ROM は使用できません。 

(D 正ししに D-ROM を挿入したのにな下のメッセージび表示される 


CD - R 日 M が挿入されていないか、誤った 
CD - R 日 M が挿入されています。 

正しい CD - R 日 M を挿入してください。 


四 


□ CD - ROM のデータ面が汚れていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

一 CD - ROM ドライブから CD - ROM を取り化し、よごれや傷などがないことを植認 
してから、再度 CD - ROM をセットし、 [0 K ] をクリックしてください。 









® A- ドディスクにアクセスでさない 

□ 本体で使用できる八ードディスクですか？ 

- NEC が指をずる機器 t (かは動作の保証はできません。 

□ 八ードディスクは正しく取り付けられていまずか？ 

-八ードディスクの取り付け状態やケープルの接続状態を殖認して<ださい。ま 
た、八ードディスクを固をするネジは八ードディスクに添付されているネジを 
使用して < ださい。 

□ 八ードディスクを正しく設走していまずか？ 

^ハードディスクを1台搭載している場合は 「 Master 」、 またはに ingle 」 じ動作 
モードを設定してください。2台搭載している場合は、ディスクベイ1に搭載し 
ているハードディスクを 「 Master 」 に、ディスクベイ2に搭載している八ード 
ディスクをに lave 」 じ設をしてください。動作モードは八ードディ スウのジャン 
パピンを使って設定しまず。詳しくは、八ードディスクに添がされている説明 
書を参照してください。 

© SCSI 機器にアクセスできない 

□ 本体で使用できる SCSI 機器ですか？ 

一 NEC が指走する機器 W 外は動作の1呆証はできません。 

□ SCSI コント□ーラの設をを聞違えていませんか？ 

ーオプションの SCSI コント□-ラボードを搭載し、 SCSI 機器を接続している場 
合は、 SCSI コント□-ラボードが持つ团 0 S セットアップユーティリティで正 
しく設定してください。詳しくは SCSI コント□-ラボードに添付の説明書を参 
照してください。 

□ SCSI 機器の設をを闇違えていませんか？ 

- 外付け SCSI 機器を接続している場合は 、 SCSI ID や終端あ巧などの設をがあ要 
です。詳しくは SCSI 機器に添付の説明書を参照してください。 

感 0S を起動できない 

□ フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

-フ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 

□ EXPRESSBUILDER をセットしていませんか？ 

- EXPRESSBUILDER を取り化して再起動してください。 

□ 0 S が玻損していませんか？ 

- Windows の修復プ□セスを使って修復を試してください (232 ぺージ)。 

(D ネットワーク上で認識されない 

□ ケーブルを接続していますか？ 

-本体背面にあるネットワークポートに確実に接続してください。また、使用ず 
るケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであることを 
お認して < ださい。 
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□ B の S の設をを闇達えていませんか？ 

一 B の S セットアップユーティリティで巧蔵の LAN コント□ーラを無効にすること 
ができまず。 B の S セットアップユーティリティで設走を確認してください。 

□ プロトコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本体ネットワークコント□-ラ用のネットワークドライバをインストールして 
ください。また、 TCP / IP などのプ□トコルのセットアップやを種サービスが確 
実に設定されていることを確認してください。 

□ 転送ま度の設をを圍違えていませんか？ 

一本体に標準装備の内蔵 LAN コント□-ラは、転をま度が 100 Mbps と 10 Mbps 
のどち6のネットワークでも使用ずることができます。この転送を度の切り替 
えまたは設走は OS 上か6巧えますが 、 「Auto Dete は」という機能は使用せず、 
「100」または「10」のどちらかに設走してください。また、接続している Hub と 
転送まをやデュプレックスモードが同じであることを殖認してください。 


Windows Server 2003につし、て 


(D L ソ下のイベント□グび記録される 

イベント ID : 4 

ソース： E 100 B 

種類： 警告 

メ、ソセージ： Adapter Intel ( R ) PRO / 100 Network Connection : Adapter Link Down 
該当装置： く本装置のモデルを > 

種詰当 LAN : 100 BASE 

一本体の LAN ポートにネットワークケーブルを接続していない場合に、本イベン 
卜□グが登録される場合がありまずが、 LAN ドライバの動作には影響ありませ 
ん。ネットワークケーブルを正しく接続すると登録されなくなります。また、 
100 BASE ( DLAN 7 K - 卜を使用しない場合は、デバイスマネージャ等から 
TOO 目 ASE の LAN を無効に設定ずるか、目 I 0 S の設定にて、 Disable に設定を変 
更することにより、登録されなくなりまず。 

感 Windows Server 2003 の運用中、イベントビューアに下記内容の EvntA 呂 nt の警 

告が登録される場合びある 


イベント ID : 1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。使用した既定 

のトレースファイルはでず 

イベント ID : 101己 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。使用した既定の 

トレースレベルは32でず。 

ーシステム運用上、問題ありません。 






Windows Server 2003 /Windows 2000につし、て 


© 


Windows のインス I ルび正しくでをない 


□ インストール時のを意事項を殖認していまずか？ 

一 Windows Server 2003は19ぺージ、 Windows 2000は45ぺージほたは、才 
ンラインドキュメント）を参照してください。 

© Windows のインス I ル中、イベントビユーアのシステム□グに次のような内容の 警 

ちが記録される 


ぺージング操作中にデバイス ¥ Device ¥ CdRomO 上でエラーが検出されました。 


ーシステムの運用上、問題ありません。 

© Windows のインス!ル中、テキストべースのセットアップ画面で、で字化けした 

メッセージが表示され、インス I ルび続巧でをない 

□ 複数の八ードディスクを接統したり、ディスクミラーリングコント□ーラ函下に複 
数のシステムドライブを作成してインストールを行っていませんか？ 

一 0 S をインス I ルする八ードディスク以外の八ードディスクをいったん取りか 
した状態でインストールを巧って<ださい。 

ー ディスクミラーリングコント□-ラ配下のディスクにインス I ルする場合 
は，システムドライブを複数作成せず，1つだけ作成してインストールを巧って 
ください。複数のシステムドライブを作成する場合は、インストール完了後、 
ディスクアレイのコンフイグレーシヨンユーテイリテイを使用して追力□作成し 
てください。 


(D 


Windows のインス I "ール中、イベントビユーアのシステム□グに政下の□グが出力さ 

れる 


サーバはトランスポー h ¥ Device ¥ NetBT _ Tcpip _{..... りこバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 


ネットワークの別のコンピュー女が同じを前を使巧しているため、サーバーはトランスポー I 
¥ Device ¥ NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 


ネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題ありま 
せん。 
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(D Windows Server 2003の使用中、 L ソ下のメッセージが表示され□グインできなく 

なつた 


Windows 製品のライセンス認証 


続巧する前に Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 
手続きが完了するまで□グオンすることはできません。 

令すぐ手続きを実行しますか？ 

コンピュー女をシャツトダウンするには〔キャンセル]をクリックして 
ください。 


はい （ Y ) 


いいえ （ N ) 


キャンセル 


□ Windows 製品のライセンス認証手続きを完了していまずか？ 

一 Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了し 
ないまま使用していると、上記のメッセージが表示されます。[はい]を選んで 
Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 

(D Windows のインス I ルをにデバイスマネージャで日本語 1 06/109 キーボードが 

英語101/I02キーボードと認識される 

ーデバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていまずが，キー 
ボードの人力は日本語106/109キーボードの配列で斤うことができます。日本 
語106/109キーボードに変更したいときは、 t (下の手順で変更してください。 

1. [スタートメニュー]から[設定]を違択し、[コント□-ルパネル]を起動する。 

2. [管巧ツール]内の[コンピュータの管型を起動し[デバイスマネーツャ]をク 
リックする。 

3. [キーボー円をクリックし、じ(下のプ□パティを開く。 

101/102英語キーボードまたは、 Microsoft Natural PS /2 キーボード 

4. [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリックし，[このデバイスの既巧の 
ドライバを表示してその一覧か6還択する]を違がずる。 

5. 「このデバイスクラスの八ードウエアをずべて表示」を違択し、日本語 PS / 
2キーボード (106/1 09キ ー) を違択して[次へ]をクリ，ソクずる。 

6. ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

7. 以下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行 
ずる。 



Windows の動作が不を定 

□ システムのアップデートを巧いましたか？ 

一 0 S をインストールした後にネットワークドライバをインストールすると動作が 
不巧定になることがあります。36ページまたは62ぺージを参照してシステムを 
アップデートしてください。 
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(D 


Windows で運用中、システムイベント□グに次のような内容のエラーが記録される 


イベント ID : 16 


ソース: 
種熟 
説明： 


iANSMinport 

エラー 

ream #0: The last adapter has lost link . 
Network connection has been lost 


一二重化設定時、システム起動時 I こ上記のイベント□グが記録されますが 、 LAN 
ドライバの動作上問題ありません。 

Windows gQQQ で Service Pack 3 を運用中、イベントビューアに下 i 己内容の 

WinM 巨 mt の警告が登録される場合がある 

イベント ID : 37 

説明： ライブラリ内で不明な問題が発生したため 、 WMI ADAP は"ファイル各 I 

パフォーマンスライブラリを読み化むことができませんでした： 0 x 0 
Service Pack 3 CD - ROM を使用した場合は、 CD - ROM ドライブから抜 
き取ってください。 

イベント ID : 41 

説明： Collect 関数で時闇違反があったため、 ADAP は"ファイルを"パフォー 

マンスライブラリを処理できませんでした。または009サブキーで値 
が見つからなかったため 、 WMI ADAP はパフォーマンスライブラリ" 
ファイル名"のオブジェクトインデックス"インデックス番号"を作成し 
ませんでした。 

イベント ID : 61 

説明： open 関数で時闇違反があったため 、 WMI ADAP は"ファイルを"パ 

フォーマンスライブラリを処理できませんでした。 

ーカウンタの問題または WMKWindows Management Instrumentation ) パ 
フォーマンスライブラリ dredger の無効な正の戻り値が原因で登録されること 
がありまずが、運用上は特に問題はありません。 

Windows gQQQ で Service Pack 3 を運用中、イベントビューアに下記内容の 

LoadPe けの警告が登録される場合がある 

イベント ID : 2000 

説明： インス I -ールファイルでオブジェクトの一覧が見つかりませんでし 

た。オブジェクトの一覧をインストールファイルに追加ずると、パ 
フォーマンスカウンタを計測ずるときに、システムのパフォーマンス 
が改善されまず。 

一 WMKWindows Management Instrumentation ) が表示されたパフォーマンス 
カウンタを求めることが原因で登録されることがありまずが、運用上は特に問 
題はありません。 
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© Windows 2000で Service Pack 3 を運用中、イベントビューアに下記内容の 

「 asctrs の警告が登録される場合がある 

イベント ID : 2001 

説明： イベント ID に0日1)(ソース 「 asctrs 内)じ関ずる説明が見つかりませんで 

した。リモートコンピュータから^、ソセージを表示するために必要な 
レジストリ情報または火ソセージ DLL ファイルが□一カルコンピュー 
夕にない可能性があります。次の情報はイベントの一部でず。 

一 Sys 1; enToot ¥ system 32¥ d 「 i \/ e 「 s フォルダ配下に NDISWAN . S 丫 S がを在ずるか 
どうか磕認してください。システムの再起動後に本エラーが登録されていない 
場合は、運用上は特に問題はありません。 

(D STOP エラーが発生した時、「自動的に再起動ずる」の設定で、設定どおりに動作しな 

し、 


- 障害発生時に r 自動的に再起動する」の設定にかかわ6ず、自動的に再起動する 
場合や再起動しない場合がありまず。再起動しない場合は、手動で再起動して 
<ださい。また、この現象発生時に画面に青い縱線が入るなど、画面が乱れる 
場合があります。 

( D ブルー画面 (STOP エラー画面)で電源 OFF ができない 

ーブルー画面で電源を OFF にする時は、強制電源 0 FF ( P 0 WER スイッチを4秒闇 
押し続ける)を巧ってください。一度押しでは電源は OFF になりません。 

( D バックアップ媒体か5システムをリストア後、動作びおかしい 

一 EXPRESSBUILDER を巧ってシステムをアップデートしてください （36 ぺージ 
または62ページ参照)。 
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EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBUILDER か 6 起動できない場合は、次の点について確認してください。 

□ POST の実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に EXPRESSBUILDER をセットし，再起動しないとエラーメッセージ 
が表示されたり、 0 S が起動した U します。 

□ B の S のセットアップを聞違えていませんか？ 

一己の S セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順唐を設をすることがで 
きます。 B の S セットアップユーティリティで CD - ROM ドライブが最初に起動するよ 
う順序を変更してください。 

< st 認ずるメニュ ー ： 「 Boot 」〉 


EXPRESSBUILDER 実行中、何6かの障きが発生すると、下のようなメッセージが表示さ 
れまず。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プ□グラムの動作対象マシンではあり 
ません。 

EXPRESSBUILDER の対象マシンではありません。対 
象マシンで実巧してください。 

NvRAM へのアクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ （NvRAM) にアクセスできません。 

八ードディスクへのアクセスに失敗しま 
した。 

へー ドディスクが接続されていないか、八ードディス 
クが異常でず。八ードディスクが正常に接続されてい 
ることをお認して <ださい。 

マザーボード上に装置固有情報が存在し 
ません。 

オフライン保守ユーティリティの[システ 
ム情報の管理]を使用してバックアップし 
た情報をリストアするか、情報を書き込 
んでください。 

この作業は、保守員外は巧わないでく 
ださい。 

オフライン保守ユーティリティを起動し 
ますか？ 

マザーボードを換時など、 EXPRESS 目 ULDER が装置 
固有情報を見つけ5れない場合(こ表示されまず。保守 
員はオフライン保守ユーティリティを使用して情報を 
書き込んでください。 


この他にもシームレスセットアップでディスクアレイ構築時やシステム診断を実行したとき 
じ障害を横化するとエラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモし、保 
守サービス会社までご連絡<ださい。 

ディスクアレイに関するセットアップ中に障害をお化ずるとディスクアレイのセットアップ 
をスキップします。このようなメッセージが現れた場合は、ディスクミラーリングコント 
□-ラまたは八ードディスクドライブに障害が発生している可能性があります。保守サービ 
ス会社に保ずをな頼してください。 
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シームレスセツトアップについて 


( D 指定したパーティシヨンサイズよりちルさい容量の八ードディスクを使用してインス 

I ルしようとしたとをに L ソ下のメツセージが表示された 


指定された A °- テ イシ ヨンサイス’はドテ’ イス クの確保可能な容量を超えています。 
セットアリ/は確保できる最大サイス’で jr -テ イシ ヨンを作成しました。 

セット?ッ/を続行します。 


roK I 


一異常ではありません。く Erite 「> キーを押してインストールを続けてください。 

(D CD 书 OM か6ファイルをコピー中または CD - ROM をチェック中に画面表示び乱れた 


- < R > キーを押してください。 < R > キーを押しても何度も表示されるときは、シーム 
レスセットアップをはじめか6やり直してください。それでも同じ結まが化たとき 
は保守サービス会社に連絡して、 CD - ROM ドライブの点検を化頼してください。 

® 自動インス!ルが中断し、セットアップ情報を入力ずるよラに巧め5れた 


- 設定したセットアップ情報に闇違いがあります。メッセージに従って正しい値を人 
力してください。インストールをキャンセルする必要はありません。 Windows で 
はセットアップの最後のリブートで再を、 < Ente 「> キーの入力を要求されることが 
あります。 

( D にンピュータの役割」画面で[終了]が表示される_ 




ここで[終了]をクリックすると、その後の設定はシームレスセットアップの既定値 
を自動的に還択して、インストールを行います。 

<既定値> 

ネットワークプ □ トコルの設定 

プ□トコル： TCP/IP [ DHCP 指赶 

サービス： Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有 

の選択 

クライアント： Microsoft ネットワーク用クライアント 
コンポーネント： SNMP、IIS (Professions 除く） 


アプリケーシヨン： ESMPRO/ServerAgent 


エクスプレス通報サービス 

FastCheck (ディスクミラリングコント□-ラをあ続時） 


r コンピュータの役割」画面で[終了]び表示されない 


-作成済みのセツトアップ情報ファイルを□ードした場合は表示されません。 


一瞧了]は、最视こ[コンピュータの役割]画面に移ったときにのみ表示されます。一 
度でも[コンピュータの役割]から先の画面に進むと[戻る]を使用して、[コン 
ピュータの役割]画面に戻っても、[終了]は表示されません。 


224 













© rH °- ティシヨンの使用方法」で r 既巧/ド-ティシヨンを使用ずる」を選択したのにディスクの全領域 

が QS 領域としてインス I ^ールされている 

一流用ずるパーティション t (外(保守領域を除く）にパーティションが存在しました 
か？流庙するパーティションと又外にパーティションが存在しなかったとき全領域を 
確保して Windows をインストールします。 

( D ドメインに参加ずるように設定したのに、 ワークヴ)レープでインス トールされている 

-インス!ル中、ドメインの参力□に失敗した場合、ワークグループでセットアップ 
しまず。コント□ーラパネル^システムか6ドメイン参力□設走を行ってください。 

^ Windows Server 2003の場合、ホストをに2バイト文字を使用するとドメインの 
参力□に失敗しまず。失敗した場合は、コント□—ルパネルのシステムか6ドメイン 
の参力□設ををしてください。 

( D パーティションサイズに大きな値を指定したのに、実際に Windows を起動してみる 

と、409已 MB でシステムパーティシヨンび作成されている 

一 r が-ティションサイス’」で実領域 W 上の値を設定していませんか？を領域(保守領域を除く） 
を1パーティションで作成したい場合は r 全領域」を設をするようにしてください。 

© 2 GB じ Lb のパ~ティシヨンに NTFS でインス I ルしたのにクラスタサイズが已1吕バ 

イトでインス I "ールされる 

- シームレスセットアップの仕様でず。512バイトじ(外のクラスタサイズでインス 
卜ールしたい場合は、マニュアルセットアップをしてください。 

( D ディスプレイの辆像度として指定したものと違う稱像度で Windows び起動した 

- ディスプレイの解像度は、指をされた設をが使用できなかった場合、それに近い設 
定かまたはドライバのデフォルト値が使用されます。 

( D 間違ったプ□ダクト ID / CD キーを入力してしまった 

- 圍違ったプ□ダクト ID/CD キーを人力しても、自動インストールは開始します。し 
かし、自動インス!'―ル中にストップ、再入力を促されます。また、この場合> 自 
動インス I ル中の GUI セットアップ終了のリブート時に入力要求が発生します。 
これ62回の入力を巧えば、 Windows のセットアップには問題はありません。 

© ネットワークアダプタの詳細設定ができない 

-シームレスセットアップでは、ネットワークアダプタの詳細設定は巧えません。 
Windows の起動後、コント□-ルパネルから設定して<ださい。 

© シームレスセットアップで設定しなかったネットワークアダプタの設定び行われて 

Windows び起動した 

- Windows は認識したネットワークアダプタは既を値に設をしてインストールしま 
す。設定の変更は、 Windows の起動後、コント□ールパネルから行えます。ま 
た、シームレスセットアップで設定したが、実際に接続されていなかった場合、ア 
ダプタのセットアップは巧われませんが、プ〇トコルのインストールだけは行われ 
まず。 
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( D 複数枚ネットワークアダプタを装着し、アダプタごとに違うプロトコルを設定したの 

に、どのアダプタをずベてのプロトコルび設定されている 

- 仕様です。各アダプタにはインストールされたプ□トコルずベてが使用できるよう 
に設定されまず。シームレスセットアップで設をできないものは，すべて既定値に 
なります。 

( D 複数枚ネットワークアダプタを設定したとを、 TCP / IP 7 D トコルの詳細設定がずベ 

て DHCP を使用ずるになっている 

- 複数枚のネットワークアダプタを設定したときに> プ□トコルの詳細設定がずベて 
既を値になることがありまず。コント□ールパネルか6詳細設定を行ってくださ 
い。 

③ ネットワークアダプタを複数枚接続していないのにプロトコルの詳細設定びずべてデ 

フォルト設定になつている。（例： TCP / IP の場合 IP アドレス設定したのに DHCP 設定 

になっているなど） 

一複数のプ□トコルを設をしていませんか？ 

この場合，複数のネットワークアダプタを接続したときと同じ状態になるため、プ 
□ トコルの詳細設定がデフォルト設定になってしまいまず。 

0 S 起動後にコント□—ルパネルか6詳細設をを巧ってください。 

© 2 GB じ Lh のパ~ティシヨンに NTFS でインス!ルしたのにクラスタサイズび已12バ 

イトでインス I ルされる 

- シームレスセットアップの仕様です。已12バイトじ(外のクラスタサイズでインス 
トールしたい場合は、マニュアルセットアップをしてください。 

© L ソ下のメッセージが表示され、インス!ルが中断ずる 


Windows ブート□-グをインストールできませんでした。 

C : ドライブが フォーマツ トちれているか，ドライブヴ損傷していないかお認して<ださい。 


一追力□アプリケーションのインストールをちをしている場合、この現象が発生す 
る場合があります。この現象が発生した場合、追力□アプリケーションを指をし 
ないでインストールをしてください。 

© Windows 2000で「ディスクの管理」で容量表示が不正となり、を領域が指定できない 

□ 記憶容量が 128 GB じ(上の大容量の八ードディスクドライブを単体ディスクとして 
使用して、 0 S をインス!'―ルしていませんか？ 


- 0 S インストール後、じ(下のいずれかの処置を巧うことで八ードディスクドライブ 
の全領域を使用できるよラになります。ただし、既存のパーティションサイズを変 
更することはできません。 


ーシステムのアップデート時にサービスパック3あるいはサービスパック4を適用 
してください。 

-サービスパック4より新しいサービスパックを適用する場合には、 RUR のフ 
□、ソピーディスクから適用してくださいに004年4月1日時点でサービスパック 
は4までリリースされています)。 
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マスターコント □ ールメニューについて 


© 


(D 


オンラインドキユメントび読めない 

□ Adobe Acrobat Reader が正しくインストールされていますか？ 

ーオンラインドキュメントの一部は、 PDF おまで提供されていまず。あ6かじめ 
Adobe Acrobat Reader(Version 4.05 W 上)をインストールしておいてくださ 
し、なお 、 Adobe Acrobat Reader は 、 EXPRESSBULDER からインストール 
することができます。マスターコント□—ルメニューを起動後、「ソフトウェア 
のセツトアップ」の 「Adobe Acrobat Reader 」 を違択してください。 

オンラインドキュメントの画像び見にくい 


□ ご使用のディスプレイは> 256をと J 上の表示になっていますか？ 

-ディスプレイの設走が256を未満の場合は、画像が見にくくなります。256色 
W 上の表示ができる環境で実行してください。 

マスターコント □ —ルメニユーが表示されない 

□ ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 W 降、または Windows 降でずか？ 
一 CD - ROM の Autorun 機能は 、 Windows 2000、および Windows NT 4.0、 
Windows 95 W 降でサポートされた機能です。それ W 前のバージョンでは自動 
的に起動しません。ごを意ください。 

□ < Shif わキーを押していませんか？ 

一 <訊 if わキーを押しながら CD - ROM をセットしますと、 Autorun 機能がキャン 
セルされまず。 

□ システムの状態は聞題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設をや CD - ROM をセットするタイミングによってはメ 
ニューが起動しない場合がありまず。そのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥ 1 ST . EXE をエクスプ □— ラなどか6実行してください。 

© メニユー項目がグレイアウトされている 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

-実行ずるソフトウェアじよっては> 管理者権限があ要だったリ> 本装置上で動 
作することがお要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてくださ 
い。 

"This program requires Windows Japanese version " というメッセージび表示 

される 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

一本製品は、日本語 Windows 専用です。巧語バージョンのオペレーティングシス 
テムではプ□グラムを起動できません。日本語バージョンを使用してくださ 
し、 
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ExpressPicnic について 

セットアップ情報の設定で ExpressPicnic ウィンドウのビットマップび正しく表示さ 

れない ( Trekkin 宜コマンド使用時） 

- ディスプレイの設をの色数が256色未満の場合はビットマップが正しく表示されて 
いませんが、セットアップ情報は正しく表示できます。 

(D Point To Point トンネリングプロトコルの設定びできない 

一現在サポートしていません。インス!ル後、コント□-ルパネルから設をを巧っ 
てください。この場合、リブートはお要ありません。 

( D ネットワークアダプタの詳細設定ができない 

一 ExpressPicnic では、ネットワークアダプタの詳細設定は行えません。 Windows の 
起動後、コント□ールパネルから設定してください。 

Windows Server 2003の情報を採取できない 

ExpressPicnic の仕様でず。「穂動機からの情報操取」で操取できる情報は、 
Windows 2000で動作している本装置の情報のみでず。 


ESMPRO について 


ESMPRO/ServerA 居 ent(Windows 版）について 


- ミ乘付の 「 EXPRESS 目 UILDER 」 CD - ROM 巧のオンラインドキユメント 「 ESMPR 0/ 
ServerAgent ( Windows 赋インストレーシヨンガイド」でトラブルの回避方法やそ 
の他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerMana 呂 er について 


- 添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 内のオンラインドキュ^ント 「 ESMPRO / 
56「リ6「1\/131139€「インス トレーシ ヨン ガイド」でトラブルの回避ち法やその他の補足 
説明が記載されていまず。参照して<ださい。 


その他のバンドルソフトウエアについて 

EXPRESSBUILDER にバンドルされている管理ソフトウエアに関する説日月は、 html ファイル 
または PDF ファイルとして rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM の中に格納されています 。 PDF 
ファイルは 、 Adobe Acrobat Reader Version 4.0 U 降で閲覧することができます。 
Windows 95 J ； J 降、および Windows NT 4.0 W 降で動作しているコンピュータの CD-ROM 
ドライブに EXPRESSBUILDER をセツトすると「マスターコント日ールメニュー」が表示され 
ます。マスターコト□ールメニューか5を種管理ソフトウエアに関するオンラインドキュメ 
ントを読むことができます。 

ディスクアレイについて 

ディスクアレイを構成している場合のトラブルについてはボードに添付の説明書または 
EXPRESSBUILDER じあるオンラインドキュメントを参照してください。 
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障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を採取することができま 


vr-O • W 降で説明ずる障害情報の探取については、保守ヴービス会社の保守員か5情報採取の 
smm 依頼があったときのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとさ、仮想メモリが不足していることを示ずメッセージが表 
示されることがありまずが、そのままシステムを起動してください。途中でリセット 
し、ちラー度起動ずると、障害情報が正しく探取でをません。 


イベント□グの採取 

装置に起きたさまざまな事象（イベント）の□グを操取しまず。 

I — "〇 STOP エラーやシステムエラー、スIルが起きている場合はいつたん再起動してか5作 
業を始めまず。 


1 . コント□ールパネルか6[管理ツール]— 
[イベントビューア]をクリックずる。 

2 . 採取ずる□グの種類を選択する。 

[アプリケーション□グ]には起動してい 
たアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セキュリティ 
□グ]じはセキュリティじ関速ずるイベン 
卜が記録されています。[システム□グ] 
じは Windows のシステム構成要素で発生 
したイペントが記歸されていまず。 

3. [操作]メニューの[□グファイルのを前を 
付けて保を]コマンドをクリ、ソクずる。 


4. [ファイルを]ボックスじ保存ずるアーカ 
イブ□グファイルのを前を入力ずる。 


已.[ファイルの種類]リストボックスで保存 
ずる□グファイルのおまを選択し、 [0 K ] 

をクリ 、ソク ずる。 

詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 
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構成情報の採取 

八ードウェァ構成や内部設定情報などを操取します。 

情報の探取には r 診断プ□グラム」を使用します。 

I M-0 STOP エラーやシステムエラー、スIルが起さている場合はいったん再起動してか6作 
業を始めまず。 


1. スタートメニューの[設を]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックずる。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

吕.[管 a ツール]アイコンをダブルクリックし、[コンピュータの管巧]アイコンをダブルクリックず 
る。 


[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されまず。 
3. [システム、ソール]一[システム情報]をクリ、ソクする。 


4. [操作]メニューの[システム情報ファイル 
として保を]コマンドをクリ、ソクずる。 

己.[ファイルを]ボックスに保をするファイ 
ルのを前を入力ずる。 

6. [保存]をクリックずる。 


1巨：!シピュ-如)宮巧 1 
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ワトソン博±の診断情報の採取 

ワトソン博±を使って、アプリケーションエラーに関連する診断情報をな取しまず。 

診断情報の保存先は任意で設定できます。詳し<は「導入編」の r ワトソン博±の設定」を参照 
してください。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、な取します。ダンプを DAT に保をした場合 
は、ラベルに 「 NTBackup 」 で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてくださ 
い。診断情報の保存ホは任意で設走できます。詳し<は「メモリダンプ(デバッグ情報)の設 
を 」 （Windows Server 2003は31ぺージ 、 Windows 2000は57ぺージ）を参照してくださ 

い。 

VI-0 • な守ヴービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているとさ 
に操作ずるとシステムの運巧にち障を走たずおそれがありまず。 


• 障害の発生をに再起動したとさに仮想メモ U び不足していることを示ずメッセージび表 
示される場合びありまずが、そのまま起動してください。途中で U セットして起動し直 
ずと、データを正しくダンプできない場合びありまず。 

障害が発生し、メモリダンプを採取した 
いときに DUMP スイ、ソチを押してくださ 
い。スイ、ソチを押ずときには金属製のピ 
ン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばして代 
用できる）をスイッチ巧か6斜めに差し& 

んでスイ、ソチを押します。 

スイッチを押すと、メモリダンプは設を 
されている保を先に保存されまず ( CPU が 
ストールした場合などではメモリダンプ 
を揉取できない場合がありまず）。 

I P-0 つま楊枝やプラスチックなど巧れやずいものを使庙しないでください。 


ご 0—0 〇〇 0 0 0 0 0 0 0 0 P — 〇[ 


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 〇〇〇 
3000000000000000000000 
0000000 ,_, * 

む [loooo 口®し J® 9 


DUMP スイ、ソチ 
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システムの修復 


OS を動作させるためじを要なファイルが巧損した場合は、「修復プ□セス」を使ってシステ 
ムを修復してください。 

M -0 • システムの修復を、3已ぺージまたは62ぺージの r システムのアップデート」を参照して 

医重 g 必ずシステムをアップデートしてください。また、 Windows の場合は、システムの 

アップデートに加え、各種ドライバをアップデートしてください。詳し<はオンライン 
ドキユメント「インストレーシヨンヴプリメントガイド J ①「ドライバのインス I ルと 
詳細設定 J を参照してください。 

• A - ドディスクび認識できない場合は、システムの修復はできません。 


修復手順 〜 Windows Server 2003〜 

何6かの原因でシステムを移動できなくなった場合は>◎復コンソールを使庙してシステム 
の修復を行います。ただし、この方法は詳しい巧識のあるユーザーや管理をと J 外にはお勧め 
できません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 


修復手順 〜 Windows 2000〜 

次の手順に従ってシステム修復ディスクではなく、ディスクの中の情報を使って修復してく 
ださい。 

1. EXPRESSBUILDER を使って「サポートディスク」を作成ずる。 

「Windows 2000 0EM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER」 を作成します（目日ぺージ参照）。 

2 . システムの電源を ON にずる。 

3. 本装置の CD-ROM ドライプに邮 indows 2000 CD-ROM をセットずる。 

4. Windows 2000 C D - R 0 M を C D-RO M ドライブにセットしたら、リセットする 
(く Ct「l>+ く Alt>+ く Delete> キーを押ず）か、電源を OFF/ON して本装置を再起動する。 

己.ディスクミラーリングコント□-ラ (N 8103 -74) が装着されている場合は画面上部に 「Setup is 
inspecting your computer's hardware configuration..」 が表示されている間にく F6> キーを押 
ず。 


画面の指示に従って手順9まで進んでください。 

く F6> キーを押しても、このときには画面上には何の変化もあらわれません。 
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6. 下のメッセージが表示されたら < S > キーを押す。 


Setup could not determine the type of one or more mass storage 
devices installed in your system, or you have chosen to 
manually specify an adapter. Currently, Setup will load 
support for the following mass storage devices. 

W 下のメッセージが表示されます。 

Please insert the disk laoeled 
manufacturer-supplied hardware support disk 
into Drive A: 

* Press ENTER when ready. 

7. 手順 1 で作成したサポートディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、く Ente「> キーを巧 
す。 

SCSI アダプタのリストが表示されます。 

S . SCSI アダプタリストから [Win 2000 Promise FastTraklOO(tm) LP/TX2 Controller] を 選択し、 
<Enter> キーを押す。 

W 峰は、メッセージに従って作業を続けてください。 

Windows 2000 Server セットアップ 
セットアップへようこそ 

セットアップブログラムのこのが々は， Microsoft(R)Win 山 i«-s 2000(のの 
インストールと設をを巧おします。 

• Windows 2000のセットアップを巧巧するには. Enter キーを巧してくだ 
さい。 

• インストール巧の Windows 2000を居涅するには， R キーを巧してく 
ださい。 

• Windows 2000をインストールしないでセットアップを巧了するには .F3 
キーを巧してくだミい。 


Enter= お巧 R=g 巧 F3=»T 

12. 選択を求められたら、ホのうちのどちらかを選択する。 

[手動修復; l(<M> キーを押す）高度なユーザーかシステム管理者外はこのオプションを選択しな 
いでください。このオプションを使うと、システムファイル、パー 
ティションブートセクタおよびスタートアップ環境の問題を修復す 
ることができます。 

[高速修復; 1(<F> キーを巧ず）このオプションは使い方がとても簡単で、ユーザーは何わする必要 
はありません。このオプションを選択すると、システム修復ディス 
クプ□グラムが、システムファイル、システムディスクのパーティ 
ションブートセクタおよびスタートアップ環境(システムじ複数の才 
ペレーティングシステムがインストールされている場合)じ関連した 
問題の修復を開始します。 

13. 画面に表示される指示に従って操作し、システム修復ディスクを挿入するよう求める画面では、 

<L> キーを押す。 

ディスクの検査後、システムは一度再起動されまず。 

システム修復ディスクを使用しない処理を巧いまず。 


目.く R> キーを押して修復オプションを選択 
ずる。 

10. キーボードの種類を選択ずる。 

11. 選択を求め6れたら、く R> キーを押して 
システム修復処理を選択ずる。 


運用•な守編 


233 












14. 手順 2 〜 12 を繰り返ず。 
修復処理が開始されます。 


修復処理の間に、見つからないファイルや破損したファイルが、八ードディスク上じ¥138目の 
ファイルかシステムパーティシヨンの systemroot¥Repair フォルダのファイルに置き換え6れま 
ず。こうして置き換えられたファイルは、セットアップ W 降に巧った構成の変更を一切反映して 
いません。 

15. 画面に表示される指示に従って操作ずる。 

障害が檢化されたファイルのを前を控えてお<と、システムがどのように破損していたのかを診 
断ずるのに役立ちます。 

16. 修復に成巧した場合は処理を終了する。 

コンピュー女が問題なく再起動したことで置き換えられたファイルが八ードディスクに正しくコ 
ピーされたことがわかりまず。 
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オフライン巧巧ユーテイ IJ テイ 

オフライン保守ユーティリティは、装置の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティでず。 
ESMPRO が起動できないような障害が起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障害原因の 
巧認ができます。 

M-O • オフライン保守ユーティ U ティは通常、なず員び植用ずるプ□グラムでず。な守ユー 
ティリティを起動ずると、メニューにヘルプ(機能や操作方まを示ず説明)びありまず 
び、巧理な操作をせずにオフライン保守ユーティ U ティの操作を熟知している保守サー 
ビス会社に連結して、 巧ず員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティ U ティが起動ずると、クライアントか5装置へアクセスでさな 
<な0まず。 


オフライン巧巧ユーテイリテイの起動方巧 


オフライン保守ユーティリティは次のち法で起動ずることができます。 

• EXPRESSBUILDER か！5の起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」か6「、ソール」 一 r オフライン保守ユーティリティ」 
の順に達択すると、 CD - ROM よりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• フ□ッピーディスクか5の起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツール」一「サポートディスクの作成」で作成し 
た r オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保守 
ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインストール後、本装置起動時の画面で < F 4> キーを押 
すと、ディスクよリオフライン保守ユーティリティが起動しまず。 
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オフライン巧巧ユーテイリテイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動ずると、以下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) じおけるシステムイベント□グ 
CEL )、 センサ装置情報 ( SDR ) 、保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やパックアップをしま 
す。 

本機能により、システムで起こった障害やを種イベントを調査し、交換部品を特走する 
ことができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

B の S の現在の設定値をテキストファイルへ出力します。 

• システム情報の表示 

プ□セ、ソサや团 0 S などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化力したりしま 
す。 

• システム情報の管 S 

お客様の装置固有の情報や設定のノバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復旧できな<なります。 

システム情報のバックアップの方法については、37ぺージまたは63ぺージで説明してい 
ます。なお、リストア（復旧）は操作を熟知した巧再員に;かは行わないでください。 


• 各種ユーティリティの起動 

EXPRESSBUILDER から保守用パーティシヨンにインス I -- ルされたじ(下のユーティリ 
ティを起動することができまず。 

ーシステムマネージメント機能 
ーシステム診断 
一保守用パーティシヨンの更去斤 

• 置体識別 

本体前面と背面のランプが5秒圍点なします。ラ、ソクに複数台の装置が設置された局面で 
本体を識別ずるときなどに便利です。 


236 








移動と保管 


本体を移動' 保管するときは保守サービス会社に連給して、ラックか6の取り外しを依頼してください。 


A\^\ 

A A 


A0 



ホ;し巧 



AA 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくだをい。人が死 
こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 1 U 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り巧わない 


A ま意 


装置を安全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りくだをい。乂傷や 
けびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
1 U 降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 落下注意 

• 装置を引さ出した状態にしない 
• カバーをがしたまま取り付けない 
• 指を巧まない 
• 局温注意 

• ラックび不を定な状態でデパイスをラックか5引き出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


• フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守 
ヴービス会社に連結してください。 

• J \- ドディスクにお存されている大切なデータはバックアップをとつておいてください。 

• ノ V — ドディスクを內蔵している場合はノトドディスクに衝撃を与えないようにミち意して 
本体を移動させてください。 

• 再度、運用ずる際、巧蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を保てる場前こ保 
管ずることをお勧めしまず。装置を保管ずる場合は、保管環境条件(温度：-10で〜日已 
で、湿度： 20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


1. フ□、ソピーディスク、 CD-ROM をセットしている塌含は取り化ず。 
吕.本体の電源を OFF(P0 附 ER ランプ消な）じする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントか5抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをずベて取り外す。 
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己.ラックに搭載している場含は、86ページを参照して本体をラックから取り化ず。 

巨.本体に傷がついたり、衝擊や振動を受けたりしないようしっかりと栖包ずる。 

vrO 輸送後や保管後、装置を再び運用ずる場合は、運巧の前にシステム時計の確認•調整をして 
P 重司 ください。 

システム時計を調整しても時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買い求め 
の販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 

本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持ち込むと結露 
が発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となりまず。装置の移動後や保管後、再 
び運用ずる場合は、使用環境に十分なじませてか5お使いください。 


238 






ユー サーサポート 

アフターサービスをお受けじなる前に、保証およびサービスの内容についてお認してください。 


保証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡しし 
ますので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期闇中 I こ故障が発生した 
場合は、『保証書 J の記載内容にもとづき無償修理いたしまず。詳しくは『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

irO • NEC 製 W 列けードパーティ）の製品、または NEC が認定していない装置やインタ 
胃司 フェースケーブルを使用したために起きた装置の故障については、その責任を負いかね 

まずのでご了承ください。 

• 本体の上面に、製品の形式 、 SERIAL No . 盾機 
番号)、定格、製造業者る、製造国が明記された 
銘板が貞ちってありまず。販売店にお問い合わせ 
ずる際にこのの客をお位えください。また銘板 
の号機番号と保証書の保証番号が一致していま 
せんと、保証期間内に故障した場合でも、保証 
を受け5れないことがありまずのでご確認くだ 
さい。万一違ラ場合は、販売店にご連絡ぐださ 
し、。 
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修理に出される前 


r 故障かな？」と思ったら、 t (下の手順を行ってください。 

①電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを確認 
します。 


② 「障害時の対処(205ページ)」を参照して<ださい。該当するを状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ 本装置を操作するためにお要となるソフトウェアが正しくインストールされていること 
を植認します。 

④ 市販のウィルスお化プ□グラムなどで本装置をチェックしてみてください。 

W 上の処理を巧ってもなお異常があるときは、無 S な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄り の NEC または保ずサービス会社にご連絡<ださい。その際に装置のランプの表示やディ 
スプレイ装置のアラーム表示わご確認ください。故障時のランプやディスプレイによるア 
ラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先につ 
いては、付録 Br 保ずサービス会社網一覧」をご覧<ださい。 

なお、保証期間中の修理はおず保証書を添えてお申し込みください。 

I M -0 この装置は日本国内仕様のため、 NE 巳のミ毎外拠点で修理ずることはでをません。ご了承く 
IE ださい。 


修理に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 

□ 保証書 

□ ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 
□ 障害情報* 

□ 本体' 周辺機器の記録 

* 229ページに記載している情報などが含まれまず。障害情報は保守サービス会社 
か6指示があつたときのみ用意してください。 
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補修用部品について 


本装置の補修届部品の最低保有期聞は、製造打ち切り後5年です。 


巧巧サービスにごいて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認定した保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご巧也の上、 
ご都合に合わせてご利用いただけまず。 

なお，お客様がなずサービスをお受けになる隐のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
りまず。 


巧守サービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールじより優先的に技術者を派遣し、修理にあたりまず。 
この保守方まは、装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
た’くもので、お客様との間に維持保守契約を結ばせていただきまず。 
さまざまな保守サービスを用意していまず。詳しくはこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールじより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算ずる方式で、作業の内容によつて異なりま 
す。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保ずサービスを用意しております。サービスの 
詳細については 、 「NEC 8番街 ( http :// nec 8. com /)」 の「サポート情報」をご覧ください。 


M-O • ヴービスを受けるためには事前の契約が必要でず。 
DM • ヴービス料金は契約ずる日数/時間帯により異なりまず。 
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情報サービスにごいて 


本製品に関するご質問-ご相談は r ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくおおかめの上，おかけください。 

ファーストつンタクトセンター TEL . 03-34 己己-己800 (< で表） 

受付時間/9:00-12:00、 13:00-17:00 月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する r エクスプ 
レス通報サービス」の申し&みに関するご質問-ご柜談は r エクスプレス受付センター」でお 
受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくおおかめの上，おかけください。 

エクスプレス受付センター TE し0120 -22-3042 

受付時間/ 9:00- 17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


インターネットでも情報を提供しています。 

http://nec8.com/ 

『8番街 J :製品情報、 Q & A など最巧 Express 情報満載！ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

に lub ExpressJ :に lub Express 会員 J へのき録をご案巧していまず。 Express 5800シリー 
ズをご利届になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介していまず。 


http://www.Tielaing.co.jp/ 

NEC フイールデイング(株)ホームぺージ：メンテナンス、ソリユーシヨン、用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 
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